
家計教養講演ガイド

～ 直近での実施例をご紹介いたします ～

レベル２

一般社団法人

ＮＴＳセーフティ家計総合研究所

ゆきち

※ 「家計教養」および「ゆきち」は、当法人の登録商標です。

Ⓒ2022 一般社団法人 NTSセーフティ家計総合研究所



（１）要求事項
【テーマ】「窓口担当者が必要とする相談者心理の解説、家計管理についての

実際や自律と自立に必要なＰＤＣＡサイクル」
【目 的】・本研修会の開催により、ひとり親家庭への支援体制を強化し、母子・父子自立支援員及び

就業支援員、ひとり親家庭等担当職員等ひとり親家庭の支援に関わる職員の資質の向上
及び業務に必要なノウハウの蓄積を図ることを目的とする。

・以前実施実績のある「Ｓ県こども家庭課様（２０１８年１２月）」
向けの内容をもとに、支援員の理解を深めたい。

・同時に「民法改正と債権管理について（連帯保証人への対応
について）」、「督促アプローチにおける、債務者とのトラ
ブル等に発展しないためのアプローチ手法」も行い、一貫し
た流れを理解したい。

【対象者】母子父子自立支援員 ２０～３０名程度

（２）講演の構成と所要時間
【構 成】３部構成（当法人～ニッテレ債権回収～ＮＴＳ総合弁護士法人）
【進 行】４０分
○ 今回は「能力の３要素」から、家計の基本式について、考え方の背骨部分を一緒にお考えいた

だきました。
○ また、事前にいただいた質問に１問ずつご回答をさせていただき、その答えを共有しました。
○ グループ会社のニッテレ債権回収株式会社、NTS総合弁護士法人がそれぞれの専門分野での

講演を行い、主催者様のご期待に添えるよう取り組みました。

なお、こちらの様子は、「家計教養チャンネル（YouTube）」でダイジェスト版を公開
しております。 →

長野県県民文化部こども若者局こども・家庭課 様 （2021年12月実施）



（１）要求事項
【テーマ】一般の部：「気軽に学べるキャッシュレス講座」

親子の部：「親子で学ぶおこづかいこうざ」
【目 的】市民向け定期講座事業として「かみす市民カレッジ」を実施しております。その中で、最近話題のキャッシュレス

についての市民向け解説をお願いします。
今回のキャッシュレス講座は通常より高度で専門的な知識の提供をお願いします。

【対象者】一般の部：市民の方２０名
親子の部：小学生とその保護者学年保護者約２０名

（２）講演の構成と所要時間
【構 成】２部構成（午前・午後）
【進 行】１２０分
一般の部
○ 要求事項に「高度で専門的」とありましたが、実生活で使用の

機会が増えるキャッシュレスへの畏怖に繋がらないようにする
ため、現金とキャッシュレス、プリペイドやデビットの仕組の
理解をしていただくところから始めました。

○ 地元での活用についてご理解いただく流れで進めました。
親子の部
○ 当日は、小学校低学年の親子が参加されていたため、用意した

資料のうち、「お買い物」を主体として、対話型での進行とな
りました。

○ 終了後、保護者の方より、駄菓子屋がなくなり低学年までの児
童が金銭感覚を磨く場所がなくなった。親に代わって金銭感覚
を磨く講座の存在はありがたい旨のお言葉をいただきました。

茨城県神栖町中央公民館 様 （講演・2021年3月実施）



（１）要求事項

【テーマ】「令和元年度佐賀県母子・父子自立支援員研修会」

～ひとり親家庭の自立支援について～

【目 的】県職員のひとり親家庭の自立支援に関する知識の向上と

必要な技能の習得、貧困の連鎖から脱出させる方法・他

【対象者】市区町村担当者 ４２人

（２）講演の構成と所要時間

【構 成】３部構成（セーフティ、奨学金付与団体、

ニッテレサービサー）

【進 行】２１０分（６０分、９０分、６０分）

○ 県庁担当者様

手元資料の確認と講師紹介を行いました。

○ セーフティ 60分

「一般社団法人NTSセーフティ家計総合研究所のご案内」

「ひとり親家庭の自立支援について」の２資料を使い、

当法人の説明と、信頼関係を築く「能力の3要素」や、「自立」と「自律」を目指した家計改善アプ

ローチ（ＰＤＣＡ）と各種事例（概ね４例）をご紹介しました。

○ 奨学金付与団体（省略）途中休憩

○ ニッテレ・サービサー 60分

「ひとり親家庭支援の自立支援について～債権の回収に関わる研修～」を使用し、回収ノウハウ、

コミュニケーションの大切さなどについてお伝えしました。

佐賀県こども家庭課 様



（１）要求事項

【テーマ】未回収債権における債権管理業務研修会

【目 的】奨学資金の返還が滞っている奨学生等からの電話に対する応対の手法、納付の約束をしても

返還がない場合のアプローチの仕方、具体的な相談事例紹介、生徒が貧困等により借金を抱

えた場合の今後のライフプランのアドバイスをご教授願います。

【対象者】６人（高校教育課／県民福祉課・他）

（２）講演の構成と所要時間

【構 成】１部構成

【進 行】６０分

○ 県庁担当者様 05分

・手元資料の確認と講師紹介を行いました。

○ セーフティ「滞納者の納付意欲を引き出す話法」55分

・当初４名から、数日前に参加者１０名に増えたことで講演内容を変更しましたが、当日６名に

なり、内容と時間の割り振りを調整しながら実施しました。

・聞く、聴く、訊くの違いのワークを興味深く聞いていただきました。

・講演の最後に、ニッテレサービサーの担当者から、回収のポイントを話していただき好評でした。

・県庁担当者様より、「同じ就学支援業務担当者同士、横のつながりが出来たように感じた」との

お言葉をいただきました。

茨城県教育庁学校教育部 様



栃木県社会福祉協議会 様（2019年7月実施）

（１）要求事項

【テーマ】母子父子寡婦福祉資金貸付金・債権回収業務研修会

【目 的】「ひとり親家庭及び生活困窮者等対する家計カウンセリング」というテーマで、講義・事例検討

をお願いします。（研修／講演受注の情報連携）

【対象者】県及び市の母子・父子自立支援員、その他の相談事業担当者等約５０名

（２）講演の構成と所要時間

【構 成】２部構成

【進 行】４時間００分

○ 協議会ご担当者様 「開会挨拶」05分

○ セーフティ「ひとり親家庭及び生活困窮者等対する家

計カウンセリング（前半）」120分

・「自立」と「自律」を主テーマとした家計再生を説明

しました。

・レッツレシートノートの活用について解説しました。

○ セーフティ「ひとり親家庭及び生活困窮者等対する家

計カウンセリング（後半）」120分

・「進学と奨学金」「障がいを抱えている方へのアプローチ」等のテーマを説明しました。



（１）要求事項

【テーマ】令和元年度 第一回税外未収金に係る府内会議

【目 的】債権回収担当者が納付交渉の基本を習得して実際の納付交渉に役立てること。各課は他業務を行いながら

債権回収を行っており、滞納者との接し方がわからないので、長期的に債権回収を行うための勉強会とし

たい。（メール抜粋）

【対象者】税外未収金債権管理回収担当者など 約３０名

（２）講演の構成と所要時間

【構 成】２部構成

【進 行】１．５時間

○ 県ご担当者様 05分

・各人の紹介の後、２社の講師が回収のフェーズ

に応じた講演内容で進める旨を案内しました。

○ ニッテレ債権回収 福岡ＳＣ「未回収債権におけ

る債権管理業務勉強会」25分

・サービサーの紹介、回収手法、交渉の流れなど

を、レジュメと白板を使って回収心理も交えて

解説しました。

○ セーフティ「未回収債権における債権管理業務勉強会」50分

・セーフティの紹介、滞納者の本音を知る、タイプ別滞納解消に向けたアプローチ法など、窓口担当者向け

相談者心理の解説を行い、事前質問への回答を通じて、自立を目指した家計再生の説明などを行いました。

鳥取県総務部税務課 様 （2019年6月実施）



（１）要求事項

【テーマ】ひとり親福祉担当職員等研修会

【目 的】福祉行政を推進していく上で、重要な役割を担う担当職員及び自立支援員を対象にして、資質向

上や福祉事務所等における相談体制等の充実を図り、ひとり親家庭に対する自立支援の一層の充

実を図ることを目的とする。（メール抜粋）

【対象者】ひとり親福祉担当職員及び母子・父子自立支援員を対象 約４０名

（２）講演の構成と所要時間

【構 成】２部構成

【進 行】１．５時間

○ セーフティ事務局長 05分

・講師紹介の後、２社が回収と生活相談両方の立場

から、講演を進める旨を案内しました。

○ ニッテレ債権回収 福岡ＳＣ「ひとり親家庭の

自立にむけた窓口対応について」20分

・直接回収を行う部署ではないことから、償還業務を

行ううえで必要な知識の紹介、手法、交渉の流れを、レジュメと白板を使い解説しました。

○ セーフティ「ひとり親家庭の自立にむけた窓口対応について」65分

・セーフティの紹介、担当者の基本姿勢、また、相手との距離感を大切にするとはどういう事かなど

を実例と共に解説し、事前質問への回答を通じ窓口業務の対応の知恵などをお話ししました。

島根県健康福祉部青少年家庭課 様 （2019年6月実施）


